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バイオマスと廃棄物


ボイラー、乾燥機、熱分解






熱媒油ボイラー


 


INNERGY社のボイラーは、産業用ボイラーの設計、製造、組立、試運転、メンテナンスなど、お客様のニーズに十分にお応えできるよう、厳しい品質基準のもとで設計されています。

INNERGY社製 バイオマスを用いた産業用サ ーマルオイルボイラー

中質サーマルオイルによる加熱は、液相の電熱流体を昇温し、その熱エネルギーを利用して閉回路で送液する間接加熱プロセスです。


 


このボイラーの主な特徴：

最高使用温度：最大350℃

ボイラー出力：標準設計最大25 MW、特殊設計最大50MW


 



燃料 ：各種燃料構成（稲わら、もみ殻、再生木材、産業用ペレット、ひまわり殻、竹、その他）



燃焼室 ：各種構成（移動火格子、固定火格子、移動床、ロータリーキルン）



ボイラー構成： コイル／真空管式ボイラー



自動燃焼・灰抽出システム/ PLC及びタッチパネル 






温水・過熱水用産業ボイラー


 


産業用温水・過熱水ボイラーは、蒸気やサーマルオイルの代わりに温水や過熱水を使用するため他のボイラーとは異なります。




このボイラーの主な特徴：

最高使用温度：最大110/180℃

ボイラー出力：標準設計最大25 MW、特殊設計最大50MW


 


 






飽和・過熱蒸気産業用ボイラー


 


耐火性と耐水性のパイロチューブラー混合構造は、各技術の最良の利点を組み合わせて、燃料の使用に幅広い汎用性を提供します。他のINNERGY社製の産業用ボイラーと同様に、低いメンテナンスコストで最大の信頼性を得られるように設計・製造されています。

バイオマス駆動の蒸気ボイラーはモジュール式で、サイズに応じて2つまたは3つのモジュールにモノブロック方式のソリューションを内蔵しているため、プロセスや日常の使用に最も適した場所に組み立てて設置することが容易です。




このボイラーの主な特徴:

使用温度の範囲：21/80 Barg、550°Cで最大60Tn/h


 


油、水、過熱水、蒸気の産業用ボイラー



通常付属：自動洗浄/モニターとリモートコントロール/高効率



燃料 ：各種燃料構成（稲わら、もみ殻、再生木材、産業用ペレット、ひまわり殻、竹、その他）



燃焼室 ：各種構成（移動火格子、固定火格子、移動床、ロータリーキルン）



ボイラー構成：コイル/水管式/火管式/混合式



自動燃焼・灰抽出システム/ PLC及びタッチパネル 



通常付属：自動洗浄/モニターとリモートコントロール/高効率


産業用ボイラーから発生するサーマルオイルには、さまざまな用途があります。木材、コルク、ゴム、なめし革、化学品、石油化学製品、繊維、冶金、セラミックス、ガラス、紙・段ボール、印刷、スクリーン印刷・フレキソ印刷、洗剤、自動車、食品、医薬品、農産品等。  



燃料 ：各種燃料構成（稲わら、もみ殻、再生木材、産業用ペレット、ひまわり殻、竹、その他）



燃焼室 ：各種構成（移動火格子、固定火格子、移動床、ロータリーキルン）



ボイラーの構成：水管式/火管式/混合式



自動燃焼・灰抽出システム/ PLC及びタッチパネル 



通常付属：自動洗浄/モニターとリモートコントロール/高効率


製品の品質をより高めるために
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乾燥（ドライヤー）システム:


 


発電所に併設あるいは発電所とは別に、お客様のニーズに合わせたバイオマス乾燥システムを開発・設置します。




作業範囲：


蒸発量500〜10,000 l / 時間

発電プロセスの残留エネルギー、または直接/間接燃焼ガスを利用することができます。 
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INNERGY社は計画的陳腐化を拒み、人為的に寿命を縮めるようなことは一切しません 。これは、当社の製品が今日もお客様に使用され続けていることを誇りに思うからです。我々は、お客様の仕事は私たちの仕事と同義であると考えています。INNERGY社製ボイラーが過去50年間にわたり世界中で5,000以上の設置されている事実が国際市場におけるその信頼性と耐用年数を証明しています。現在も、70年代初頭に製造したバイオマスサーマルオイルボイラーが稼働しています。


 


会社設立以降、あらゆる燃料に対応した産業用ボイラーを製造しています。中でも農林業用バイオマスは最も多く使用されている燃料の一つです。
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カスタマイズされたソリューションに特化
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住所：


INNERGY JAPAN 株式会社

〒105-0004

東京都港区新橋2-11-10

HULIC & New SHINBASHI

BUREX FIVE 


電話：


電話番号: 080-3706-2111


info@innergy.jp


パンフレット















